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上肢麻痺による神経系の機能回復具合などを使用者本人に提示し、機能回 

復訓練へのモチベーションを高めます。 

視覚フィードバックを賦活し、安全で効果的、科学的根拠に富む『麻痺側 

上肢集中訓練プログラム：CI 療法』を支援します。 

 

理学療法・作業療法は患者に対し入院・通院が必要です．同時に，高齢化社会を迎えた現在，介護

負担の軽減も達成されなければならない喫緊の課題といえます．上肢・下肢のそれぞれが求められ

る運動機能は異なりますが，特に神経機能の回復度合いを使用者自身にフィードバックできれば，

より積極的な回復あるいは回復訓練への参加が期待できます． 

本装置では片麻痺上肢集中訓練用装置として、 

麻痺肢をわずかながらでも自発的に動かし、そこ 

から得られる信号（情報）を元に、エアシリンダ 

の動作を通じて視覚的にフィードバックすること 

で、ゲーム性をもたせたリハビリテーションプロ 

グラムを提供する。 

上肢リーチング，円描画運動トレーニングと学習・機能回復効果の

提示，視覚フィードバックの喚起、安全な CI 療法の提案  
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何に使えるの？ 

どんな技術？ 
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